
◎基本情報

主

副

● 経常経費 [ ○ 内部管理　　● 内部管理以外　] ○ 臨時的経費

○ 単年度 ● 単年度継続 ○ 複数年継続
● 直営　○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

○ 対象 ● 対象外 計画コード

事業の
必要性

5-2-1　市民が多彩な文化芸術に親しむとともに、自ら作り上げる文化活動の振興

会計コード 事業コード 2017310

佐藤 512-5430

【背景】国の機関等以外の開発事業に対する文化財保護法の届出についての指示は、政令市の
自治事務である。
【必要性】周知の埋蔵文化財包蔵地や隣接地等で開発事業を行う場合は、埋蔵文化財の保護と
開発事業の円滑な推進を図るために、事業者と事前に協議を行い、現状保存や記録保存(発掘調
査・工事立会等）の取扱について指導を行う必要がある。また、埋蔵文化財の重要性を理解しても
らうためには、積極的に普及啓発事業を行う必要がある。

【目的】埋蔵文化財保護行政の推進と埋蔵文化財保護思想の普及啓発を図る。
【内容】埋蔵文化財保護のための事前協議及び埋蔵文化財保護思想の普及啓発事業。
①事前協議・周知・指導
事業者と協議を行い、必要に応じて所在・試掘調査を実施し、現状保存や記録保存等の取扱いに
ついて指導する。
②普及・啓発活動
展示室では、土器や石器をはじめ写真や模型などを使用し、札幌の歴史的経過などをわかりやす
く解説している。また、体験講座等を開催している。
③事務費
センターの運営に伴う一般事務費として。

評価担当
課

終了1991実施期間

所属コード

事業の性質

開始 年度

政策名

実施形態

他都市
の状況

・埋蔵文化財保護と開発事業との調整は全て直営で実施。
・普及啓発事業は、財団を設置していない名古屋市・福岡市では直営で行っているが、それ以外
の都市では直営と財団（埋蔵文化財センター・博物館等）に分けて幅広い事業を展開している。

関連法令
文化財保護法、札幌市埋蔵文化財センター条例、札幌市埋蔵文化財事務取扱要綱等

その他関連計画
関連計画

2013

観光文化局文化部文化財課埋蔵文化財係

担当者名 電話番号

http://www.city.sapporo.jp/kankobunka/maibun/

年度

新まちづくり計画

事業評価調書

事
業
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容

目的と
取組の
内容

主たる受益者 ・市民、開発事業者

年度

事業名 埋蔵文化財センター運営管理費

一般会計

施策名

関係HP



短縮コード：20173
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◎指標
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目標・実績
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その他

一般財源

人件費（B）

計（A＋B）

人工

特
定
財
源

国・道

市　債 0

9,404

0 0

23年度決算 24年度決算

0
9,510 9,246 9,275 10,611事業費（A）

25年度決算

106 74 110 100

0

26年度予算

0
9,984

25年度予算
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9,172 9,165 10,511 9,867

0 0 0 0

3.8 3.8 3.8

195

24年度実績 25年度目標

27,740

176
埋蔵文化財センター展示室入場者数

4.5 3.8

48,51657,807 58,574

25年度目標23年度実績

175

（単位：千円）

26,980
43,710 37,366 37,015 38,351 36,964
34,200

22年度実績

22年度実績 25年度実績25年度目標24年度実績23年度実績

53,845 59,000

24年度実績

197

埋蔵文化財保護思想の高まりを表す指標であるため。（単位：人）
平成25年度の入場者数の減少は、展示室更新に伴う2カ月間の閉鎖（平成26年2～3月）の影
響。

22年度実績 23年度実績 25年度実績

27,74028,120

事業費の
内訳

【平成25年度決算：10,611千円】
①事前協議・周知・指導4,452千円、②普及啓発活動4,483千円、③事務費1,676千円※単位あ
たりコスト：平成25年度決算10,611千円/48,516人＝218.7円
【平成26年度予算：9,984千円】
①事前協議・周知・指導4,571千円、②普及啓発活動3,778千円、③事務費
1,635千円

指標名 事前協議書及び文化財保護法に基づく通知・届出件数

22年度実績 23年度実績

22年度実績 23年度実績 25年度目標 25年度実績

25年度実績

24年度実績

設定理由
と

結果分析

埋蔵文化財保護の拡充を表す指標であるため。
（開発事業者からの届出によるものなので、目標値は設定しない。）

指
標
1

25年度実績



◎検証（振り返り） 短縮コード：20173

【事業所管局】

事
業
の
検
証

今年度予算で
の見直し内容

課題

事業成果

事業水準
の妥当性

【事業の必要性】
・周知の埋蔵文化財包蔵地や隣接地等で開発事業を行う場合は、埋蔵文化財の保護と開発事
業の円滑な推進を図るために、事業者と事前に協議を行い、現状保存や記録保存(発掘調査・
工事立会等）の取扱について指導を行う必要がある。また、埋蔵文化財の重要性を理解しても
らうためには、積極的に普及啓発事業を行う必要がある。

市民自治の
観点からの
評価

・事前協議・周知・指導では、事前に事業照会等を行うことにより、実施の効率化を図っている。
・普及啓発活動では、ホームページ等を充実させ、より多くの情報を発信し、市民の利用促進を
図っている。

・埋蔵文化財保護の取扱いの定着に伴い、事前協議書の提出及び文化財保護法に基づく通
知・届出に対して迅速且つ適切に対応できるよう体制の充実を図る必要がある。
・普及啓発関係については、学校教育・社会教育面からの団体利用の要望が多様化しており、
より充実した対応をしていく必要がある。

事業手法
の適切性

選択項目
による検証

・埋蔵文化財包蔵地、一覧表等の埋蔵文化財情報は、ホームページで公開し情報共有化を
図っている。
・展示室の公開、市民参加の体験学習・出前講座の実施、ホームページによる情報発信を積

      極的に推進している。

・事前協議・周知・指導では、札幌市埋蔵文化財センターのホームページの分布図を更新し
た。さらに、札幌市埋蔵文化財地理情報データを拡充し、より正確な情報を迅速に提供した。
・普及・啓発活動では、ホームページ等を活用するとともに、埋蔵文化財展示室の更新に伴い、
市内の遺跡等に関する情報を来館者が閲覧できる埋蔵文化財情報閲覧システムを構築し、市
民により多くの情報を発信し、埋蔵文化財保護思想の普及に努めた。

・事務費について、より効率的な事務執行をすることにより、経費の削減に努めた。

特になし。



● A ○ B ○ C ○ D ○ 評価省略対象事業

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ 休止・廃止 ○ その他

【全庁的な視点による検討課題の提起・外部評価からの指摘】

【上記指摘に対する改善・見直しの検討結果】

A：効果的・効率的
に行い、十分な成
果が出ている
B：部分的な改善・
見直しが必要
C：全体的な改善・
見直しが必要
D：廃止を含めた
あり方の検討が必
要

自己評価

改善
内容

次
年
度
予
算
に
向
け
て

・今後も埋蔵文化財包蔵地分布図の逐次更新や公開、札幌市埋蔵文化財地理情報システム
の充実に努め、より正確な情報を提供し、事前協議の効率化を図る。さらにインターネットでの
情報提供の拡充を進める。
・インターネット等や遺跡見学会・出前講座を通じて、多くの情報を発信し、埋蔵文化財保護思
想の普及啓発に努める。

これまで取り組んできた改善・見直しの内容

・業務効率化等により、費用対効果を高めていく。

どのよう
な取組
にするか
(方向性)

特になし

・普及啓発活動において、更新した展示室を活用し、埋蔵文化財保護思想の普及啓発の拡充
を図る。


